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冨永町政

２期目のスタート

'92 12 月

冨 永 町 長 が 初 登 庁
無投票で再選を果たした冨 永武夫町長は11月27

日。初登庁し、町政２期日か スタートし まし

た。

午前９時 、大勢の支持者や 役場職 員が庁 舎玄

関前で出迎 え、大きな拍 手の 中、晴 れやか な笑

顔 で庁舎 人り。

続いて、 役場 会議室で 全職 員を前に訓示し 、

２期 日に臨む新 たな抱負 を述べ ました。



豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

心

豊

か

な

人

間

尊

重

の

町

づ

く

り
を

目

指
し

て

冨

永
町
政
二

期
目
の
ス
タ
ー
ト

就
任
あ
い
さ
つ

こ

の
峻

、
町

民
の

皆
様

の
付

託
を
受

け

て
引

き
統
き

町

政
を
担

当
す

る
こ

と
に

な

り
ま
し

た
．

ご
支
援

を

暘
り
ま

し

た
町

民
の

皆
様

方
に

深
く
感

謝
申

し
Ｌ

げ
ま

す
．

私

は

、
昭
和

六
卜

三
年

ト

ー
月
．

町
政

を
担
当

さ
せ

て

い
た

だ
き
ま

し
て

か
ら

、
町

民
の
皆

様

と
直
接

ふ

れ

あ

い
ヽ

生

の
声

を
聞

き
．

住
民

本
位

の
民

主
的

な
町

政
を
基

本

に
取

り
組
ん

で
ま

い
り

ま
し

た
．
こ

の
四

年
間

を
通
し

て

、
町

民
の

杵
様

方

が

「
何

を
求

め
て

い
る

か
」

「
町

政
に
何

を
期

待
し

て

い
る
か

」
を

、
、史
に
身

に

し
み
て

感

じ
て

お

り
ま
卞
．

本
町

も

、
高
齢

化

、
情
報

化

、
国
際

化

と
言
わ

れ
る

新
し

い
時

代
潮
流

の
中

に
あ

’．
て

、
重

要
課
題

が
山
積

し

て

お
り
ま

す
と

き

に
、
そ

の

任
に
当

た

り
ま
す

こ

と
は
、

身
に

余
る
光

栄
で

あ

り
ま
す

と
と

も

に
、
あ

ら
た

め
て
責

任

の
屯
大

さ

を
痛
感

い
た
し
て

お

り
ま
す

．

私

は
、
一
．
期
川

の

町
政
を

担
当

す
る

に
あ

た
り
朷

心

に
か

え
り

、
広
く

町
民

の
皆

様
と
の

対

話
を

通
じ
て

、

常
に
町

民
の

立
場

に
立

ち

、
北

に
歩
む

姿
勢

を
鳩

本
と

し
．

町
民

の
総
意

を
反

映
し

た
町

政
を

進

め
て

ま

い
る

考
え
で

あ

り
ま
す
．

町
民

の
皆

様
か

ら

「
川
兒

町
に

住
人
で

よ

か

ｌ
た
」

と
’．、‥
わ
れ

る
町

づ
く
り

を
推

進
す
る

た

め
．
恵

ま

れ
た

自
然
環

境
と
地

理

的
条

件
を

活
か

し
て
．

ニ
ト

ー
庶
紀

に
向
け

た
第

．二
次

振
興
計

両

を
策
定

し
．

若
者

の
定

着

と

町
民
所

得

の
向
ｈ

を

図
る

た

め
Ｌ

梟

団
地

の
開

発
と
優

良
企

業

の
誘

致

、
既
存

企
業

の
育

成

、
農
村

部
に

お

け

る
生

産
、

生
活
从

盤

の
整

備
を

は
じ

め
、
快

適
で

匯
み

よ

い
居
住

環
境

の
整

備
、
匯

宅
団

地
の

造
成

、
更

に

子

供
か

ら

お
年
寄

り
ま

で
安

心
し
て

林
せ

る

健
康

づ
く

り
と
柵

祉
対
策

．

教
育

の
充

実
と
将

来
を

担
う

人
材

の

育

成
、
文

化

、
休
育

の

向
Ｌ

、
そ

し
て

町
民

総
参
加

の
町

政
と

、
効
率

的

な
行
財

政

の
運
営

に
努

め
、

’
貞

に

豊
か

で
什

み
よ

い
、

活
力

あ

ふ
れ

る
町

、
心
豊

か
な

人
間

尊
重

の
町

づ
く

り
」

に
全
心

を
帆

注
し

て
ま

い
る
所

存
で

あ

り
ま
す

の
で

、
町

民
の

皆

ぼ
の

．
川
の

ご
指

導
と

ご
協
力

を
賜

り
ま

す
よ

う

お
噸

い
申
し
上

げ
ま

す
．

お
わ

り
に
、
町

民

の
杵

様
方

の

、
御
健

勝
と

御
発

健
を

お
祈

り

い
た
し
ま

し
て

、
御

挨
拶

と

い
た
し
ま

す
．

▲柬濁林町武菅ｉ 鹹＆ から当遮証書を賢Ｕる冨永町長



晴
れ
の
表
彰

町
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
5
3人

平
成
四
年
度

国
見
町
表
彰

「
平
成
四
年
度
国
見
町
表
彰
式
」

は
十
二
月
一
日
、
町
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰

は
、
長

い
間
そ

れ
ぞ

れ
の
分
野
で
、
町
の
兇
展
に
尽
く

し
て
こ
ら
れ
た
か
た
か
た
の
功
績

を

た
た
え
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

今
年
は
、
各
分
野
か
ら
五
十
三

人
の
か

た
が
た
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
ま
こ
と
に

お
め
で
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

特

別

功

労

表

彰

本
町
の
振
興
発
展
に
特
別
な
功

労
か
あ
り
功
績
顕
著
な
方
、
ま
た
、

功
労
表
彰
受
賞
後
も
引
き
続
き
そ

の
職
に
あ
り
、
特
に
功

労
顕
著
な

方
。

菊

地

唯
　
じ
・
後

藤

八

伸

佐
久
間

粁

占
・
鴨

田

濟

作

功

労

表

彰

町
政
振
興
に
寄
与
し

、
そ
の
功

績

が
顕
著
な
方
。

高

擒

長
重
郎
・
熊

坂

修
　
一

牧

野

武

夫
・
神

津

武

志

鈴

木
　
　

誠
・
秦
　
　

喜
‐１
郎

斎

藤

修
　
∵

阿

郎

俊

柚

擂

沢
　
　

正
・
渋

谷

愛

子

斎

藤

忠

夫
・
熊

坂
　
　

正

仲

野

廣
　
二
・
占
　
ｍ
　

ヨ
シ
イ

凧

岩
　
マ
サ
子
・
川
　
Ⅲ

キ
　
ヨ

佐

藤

サ
　
グ
・
奥

山
　
一
　
人

鈴

木
　
一
　
男
・
赤

坂

兼

治

佐

藤

斃

藏
・
佐

藤

拓

三

後

藤

春

夫
・
小

西

春

男

秦
　
　

納

三
・
佐

藤

茂

良

八

鳥

健
　
‐‐
・
佐
久
間

春

雄

八

鳥

藤

市
・
熊

坂

初

男

蓬
　
田
　
　

享
・
山

田

美
沖
江

八

鳥

冨

藏
・
安

藤

留

作

善

行

表

彰

多
年
に
わ
た
り
奉
仕
活
動

等
に

よ
り
公
務
社
会
に
寄
与
し

た
方
、

ま
た
、
公
益
の
た
め
に
金
員
等
を

寄
附
さ
れ
た
方
。

鈴

木
　
　

光
・
舟

山

武

継

大
和
田

健
　
丁

瀬

戸

共

明

大

森

忠
治
郎
・
朽

木

好

秋

占
　
田

と
き
子
・
鎚

水
　
正

春

斎

藤

観

雄
・
阿

部

洋
　
．

遠

藤

喜

£
・
曹

野

信

朗

石

原
　
　

巌
・
熊
　
田
　
一
　
男

栄

誉

顕

章

学
術
（
県
文

学
賞
受
賞
等
）

に

お
い
て

、
本
町

の
名
声
を
高

め
る

等
輝

か
し

い
成
果
を

お
さ
め
ら
れ

た
方
。

岩

野

喜
三
郎

▲受 賞 者 の 曾 さ ん

故
菊
地
政
治
さ
ん
に

従
五
位

勲
四
等
瑞
宝
章

前
町
長
菊
地
政
治
さ
ん
は
．
昭

和
三
十
四
年
本
町
議
会
議
具
に
初

当
選
、
以
来
、
連
続
七
期
当
選
、

昭
和
四
十
二
年
に
副
議
畏

、
昭
和

四

十
九
年
か
ら

は
実
に
十
年
余
の

長
き
に
わ

た
り
議
長
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
町
勢
の
進
展
に
献
身
さ

れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
九
年

十
一

月
か
ら
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
ま

で

。
町
長
と
し
て
町
の
発
展
と
町

民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
、
去

る
九
月
二
十
七
日

ご
逝
去

さ
れ
ま
し

た
。

こ
こ

に
、
故
菊
地
政
治
さ
ん
の

ご
功
績

を
た
た
え

、
心
か
ら

ご
冥

福
を
お
折
り
申
し
上
げ
ま
す
。

菊
地
太
三
さ
ん
に

黄

綬
褒

章
んさ三太地菊

菊
地
太
三

さ
ん

（
石
母
田
字
国

見
山
下

２
の
３
・
7
5歳
）
は
、「
そ

の
道
一
筋

」
に
精
進
し
。
国
民
の

模
範
と
な
っ
た
人
に
贈
ら
れ

る
黄

綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

菊
地
さ
ん
は
、
昭
和
四
十

七
年

に
国
見
町
農
協
組
合
長

に
就

任
、

以

後
こ

れ
ま
で
二
十
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
要
職
を
務
め
続
け
て
お

り
、
平
成
二
年
か
ら
は
Ｊ
Ａ
福

島

五
連
副
会
畏

と
し
て
も
活
躍
さ
れ

て
お
り
ま
す

。

農
協
一
筋

に
歩
み
続
け
、
農
業

の
振
興
と
農
協

組
織
の
拡
充
に
貢

献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
こ
の

た

び
の
栄
え
あ
る
褒
章
と
な

っ
た
も

の
で
す
。



受
賞
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

十
月
六
日
、
桑
折

町
福
祉

セ
ン

タ
ー
で

開
か
れ
た
「
桑
折
・
国

見
町
第
十
回
防
犯
の
集

い
」
の

席
上

。
長

年
に
わ

た
り
防
犯
連

絡
責

任
者

と
し
て
尽
力
さ

れ
た

佐
藤

元
一
さ
ん
（
小
坂
）
に
、

剛
全
国

防
犯
協
会
連
合
会
長
か

ら
防
犯

栄
誉
銅
賞

が
贈
ら
れ
ま

し

た
。

十
月
二
十
一
日
。
二
本
松
市
民

会
館
で

開
か
れ
た
「
第
二
十
一

回
県

保
健
衛
生
大
会
」
の
席
上
、

多
年
に
わ

た
り
町
保
健
委
員
と

し
て
地
城
公
衆
衛
生
事
業
に
貢

献
さ
れ

た
斎
藤
忠
夫
さ
ん
（
小

坂
）

が
、
公
衆
衛
生
事
業

功
労

章
を
受
賞
し
ま
し

た
。

十
月
三
十
日
、
福
島
市

の
飯
坂

温
泉
観
光
会
館
で

開
催
さ
れ
た

「
第
四
十
六
回
県
杜
会

福
祉
大

会
」
の
席
上
、
民
生
児
童

委
員

と
し
て
多
年
に
わ
た
り
、
社
会

福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
渋

谷
愛
子
さ
ん
（
光
明
寺
）

、
採

沢
正
さ
ん
（
並
柳
）
に
大
会
長

表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

町
社
会
福
祉
協
議
会

に
多
額
の

金
員
を
寄
付
さ
れ
た
熊
田
一
男

さ
ん
（
大
町
北
）
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
三
十
日
、
二
本
松
市
民
会

館
で
開
か
れ
た

『
第
四
十
二
回

福
鳥

県
統
計
大
会
』
の
席
上
、

畏

年
に
わ
た
り
統
計
の
伸
展
に

尽
力
さ
れ
た
、
次
の
方

々
か
表

彰
さ
れ
ま
し

た
。

福
島

県
知
事
表
彰

菊

地
　
憲

七
さ
ん

（
第
十
）

福
島

県
統
計
協
会
長
表
彰

佐
藤
　

實
さ
ん

（
石
母
田
東
）

佐
藤
　

庄
三
さ
ん

（
山
根
）

鈴
木
　

正
明
さ
ん

（
川
内

）

阿
部
　

善
雄
さ
ん

（
大
町
南
）

羽
根
　

俊
一
さ
ん
（
駅
前
）

高
原
　

市
太
郎
さ
ん
（
小
坂
）

一
十
一
月
十
日
、
長
年
に
わ
た
り

第
十
一
納
税
貯
蓄
組
合

長
と
し

て
、
納
期
内

完
納

と
納

税
思
想

の
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
菊

地
順

偉
さ
ん

（
第
十
一
）
に
、
福
島

地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
長

表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
、
福
島

県
文

化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
た

『
県

青
少
年
健
全
育
成
推

進
大
会

』

の
席
上
、
長
年
に
わ
た
る
青
少

年
健
全
育
成
の
功
績

が
認
め
ら

れ
、
次
の
方
々
か
表
彰
さ
れ
ま

し

た
。

県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
会
長

表
彰

曳
地
　

一
さ
ん
（
日
本

ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト

福
島
第
5
3団
）

内
池
　

和
子
さ
ん
（
木
曜
会
）

十
一
月
二

十
日
、
梁
川
町
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ

た
「
保
原

保
健
所
地
区
衛
生
組

組
織
大
会
」

の
席
上

。
次
の
方

々
か

表
彰

さ
れ
ま
し

た
。

公
衆
衛
生
事
業
功
労
章

阿
部
　

ヨ
シ
き
ん
（
大
木

戸
）

菊
地
　

清
二
さ
ん
（
滝
山
）

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
所
長

感
謝
状

大
森
忠
次
郎
さ
ん
（
宮
町
南
）

岡
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ

役
場
は

平
成
５
年
１
月
か
ら

す
べ
て
の
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
ま
す

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

国
見
町
で

は
、
来
年
一
月
か

ら

一
部
の
施
般
や
業
務
を
除
き
、
す

べ
て
の
土
曜

日
を
閉
庁
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
第
二
、
第
四
土
曜

日
閉
斤
を
実
施
し

て
き
ま
し

た
か
、

既
に
国
、
県
、
他
市
町
村
か
完
全

土
曜

閉
庁
を
実
施
し
て

い
る
こ
と

か
ら

、
伊

達

管
内

各

町

が
一
斉

に
来
年
一
月
か

ら

『
完

全
土
曜
閉

庁
』
と
な
り
ま
す

。

休
み
に
な
る
施
設

す

べ
て
の
土
曜
日

が
休
み
と
な

る
の
は
役
場
で
す

。
た
だ
し
、
窓

口
業

務
の
う
ち

、
出

生
届
、
死
亡

届
、
婚
姻
届
の
受
理

や
、
埋
火
葬

許
可
証

の
発
行

は
、
日
曜
日
と
同

様
に
取

り
扱

い
ま
す

。

今
ま
で
ど
お
り

利
用
で
き
る
と
こ

ろ

・

町
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
公
民

館
）

・

町
民
体
育
館

・
森
江
野
町
民
セ
ン
タ

ー

・
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・

町
民

運
動
場

今
ま
で
ど
お
り

仕

事
を
行
う
と
こ
ろ

・
保
育
所

・
幼
稚
園
．
小
学
校
、
中
学
校

（
第
二
土
曜

日
は
休
み
で
す
）

・
水
道
（
浄
水
場
）

な
お
、
閉
庁
に
あ
た
っ
て

は
、

緊
急
の
場
合
に
お
け
る
業
務
体
制

の
整
備
な
ど
。、
極
力
ご
不
便
を

お

か
け
し
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

1月10日

110番の

日
安
心
を
支
え
る

あ
な
た
の
一
一
〇
番

警
察
で
は
。
毎
年
一
月
十

日
を

『
一
一
〇
番
』
の
日
と
定

め
、

町

民
の
皆
さ
ん
に

『
一
一
〇
番
』
の

積
極
的
な
利

用
と
、
正
し

い
か
け

方
に
つ
い
て

理
解
と
協
力
を
求

め

て
お
り
ま
す

。

事
件
や
事

故
か

発
生
す
る
と
、

関
係
者

や
目
撃
者
も
興
奮
し
た
り

あ
わ
て

た
り
し
て

。
嚮
領
が
得
ら

れ
な
い
た
め
。

必
要
以
上
に
時
間

が
か
か
り
、

パ
ト
カ

ー
の
出
動
か

遅
れ
た
り
す
る
こ
と
か
あ
る
よ
う

で
す
。

通
話
は
落
ち
着

い
て
、
受
理
す

る
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
要
領

の
よ

い
通
報
を
お
願
い
し

ま
す

。

警
察
官
は
次
の
こ
と
を
お
尋
ね

し
ま
す
の
で
、
要
点
を
は
っ
き
り
、

正
確
に
話
し
て
く
だ
さ
い
。

●
何
が
あ
っ
た
の
か
Ｉ

交
通
事
故
、
け
ん
か
な

ど

・
い
つ
、
ど
こ
で
Ｉ

発
生
時
間
、
楊
所
な
ど

・
事
件
、
事
故
の
状
況
、
内
容
－

ヶ
が
人
が
い
る
か
、
人
敷
や
人

相
、
着
衣
．

車
両
ナ

ン
バ
ー
な

ど
・
あ
な
た
は
Ｉ

住
所
、
氏
名

、
電

話
番
号
、
事

件
．
事
故

と
の
関

係
な
ど



健
闘

”
く
に
み
”

町
の
部
1
6位
・
総
合
3
0位

～

ふ

く

し

ま

駅

伝

～

県
内

八
十
八
市
町
村
が
参
加
し

た
第
四
回
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅

伝
競
走
大
会
（
略
称
・
ふ
く
し
ま

駅
伝
）
は
十
一
月
二
十
二
日
、
白

河
市
を
ス
タ

ー
ト
し
、
福
島
市
の

県
庁
前
ま
で
の
1
4区
間
、
１
０
１

～
の
コ

ー
ス
で
争
わ
れ
ま
し
た
。

冨
永
武
夫
町
長
。
仲
野
周
一
町

議
会
議
長
も
早
朝
、
白
河
市
に
駆

け
付

け
選
手
の
皆
さ
ん
を
激
励
。

午
前
八
時
五
分
、
号
砲
を
合
図
に

八
十
八
人
の
選
手
が
白
河

総
合

運

動
公
園
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。
コ

ー
ス
の
沿
道
に
詰
め
掛

け
た
大
勢

の
人
の
盛
ん
な
声
援

を
受
け
。
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
力
走
し

ま
し
た
。

黒
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
、

〃
必
勝

”

と
染
め
抜
か
れ
た
は
ち

巻
き
を
締

め
、
上
位
入
賞
を
狙
っ
て
出
場
し

た
国

見
町
チ

ー
ム
は
。
毎
日
の
個

人
練
習
を
は
じ
め
、
合
同

練
習

や

合
宿

な
ど
厳
し

い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
重
ね

、
持
ち
前
の
チ

ー
ム
ワ

ー

ク
の
良
さ
と
中
学
生
を
中
心
と
し

た
若
さ
を
フ
ル
に
発
抑
し

、
町

の

部
で
第
十
六
位
、
総
合
第
三
十
位

と
健
闘
し
ま
し
た
。

力
の
限
り
走
り
抜

い
た
選
手
の

皆
さ
ん
、
選
手
を
支

え
て
く
れ
た

町
駅
伝
競
走
郎
の
皆
さ
ん
。
大
変

ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
・

ま

た
、
ご

声
援
。

ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と

う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

あ冨永町長から町籏を堅け取る村上主将

▲花の一区を力走する佐膺懲選手

▲大声擅の中，ｊ－ルを目指す秡久闊光雄選手

▲元気よくスタートする男子選手

力

走
し
た

選
手
の

皆
さ
ん

◇

第
１
区
　

佐
藤
　

恵
選

手

（
県
北
中

３
年
）

◇

第
２

区
　

佐
藤
　

真
紀
子
選
手

（
県
北
中
３
年
）

◇

第
３
区
　

松
浦
　
裕
貴
選
手

（
福
鳥
工
高
２
年
）

◇

第
４

区
　

関
根
　

英
樹
選
手

（
福
島
日
本
電
気
）

◇

第
５
区
　

村
上
　

俊
弘
選
手

（
大
室
電
業
）

◇

第
６
区
　

大
沼
　

哲
也
選
手

（
県
北
中
２
年
）

◇

第
７
区
　

中
野
　
義
夫
選
手

（
大
岩
機
器
工
業
所
）

◇
第
８
区
　

阿
部
　

善
重
選
手

（
県
北
中
３
年
）

◇
第
９
区
　

後
職
　

正
幸
選
手

（
県
北
中
３
年
）

◇
第
1
0区
　

五
十
嵐
佐
和
選
手

（
県
北
中
１
年
）

◇
第
1
1区
　

佐
藤
　

滋
選
手

（
福
島
工
高
２
年
）

◇
第
り一
区
　

高
橋
　
豊

光
選
手

（
丸
鮮
）

◇
第
1
3区
　

鈴
木
　

弘
三
選

手

（
自
衛
隊
福
島
）

◇
第
1
4区
　

佐
久
間

光
雄
選

手

（
国
見
電
子
）

スポ少

駅 伝

藤

田

ス

ポ

少

Ａ
（
男
子
）

大

木

戸

ス

ポ

少
Ａ
（
女
子
） と

も

に

健
闘
！第

２
位

町
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連

合
会
（
神
津
武
志
会
長
）

主
催
の

「
第
七
回
国
見
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
駅
伝
競
走
大
会

」
は
十
一
月
十

五
日
、
藤
田
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド

を
ス
タ
ー
ト

ー
ゴ
ー
ル
と
す

る
八

区
間
、
全
十
あ・
の
コ

ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
。
団
員
相
互
の
親

ぼ
く

や
チ
ー
ム
間
の
友
好
を
図

り
。
連

帯
感
、
協
調
性
の
向
上
な

ど
を
目

的
に
開
か
れ
た
も
の
で

、
今
大
会

に
は
伊
達
郡
を
は
匕

め
福
島
市

、

二
本
松
市
、
安
達
郡
か
ら
男

子
二

十
二
、
女
子
十

一
チ

ー
ム

が
参
加

し
ま
し

た
。

号
砲
を
合
図

に
一
斉

に
ス

タ
ー

ト
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
沿
道

に
詰
め
掛
け
た
大
勢
の

お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
ら
の
盛
ん
な
声
援
を
受

け
な
が
ら
、
次
々
に
見
事
な

タ
ス

キ
リ
レ
ー
を
披
露
、
ゴ
ー
ル
を
目

指
し
て
力
走
し
ま
し
た
。
国
見
町

の
ｈ

位
入
賞
チ

ー
ム
及
び
区

間
賞

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
男
子
一

第
二
位
　

藤
田
ス
ポ
少
Ａ

【
女
子
】

第
二
位
　

大
木
戸
ス
ポ
少
Ａ

【
区
間
賞
】
　（
敬
称
略
）

◇
男
　

子

・
二
区
　
村
上
芳
博

（
藤

田
ス
ボ
少
Ａ
）

こ
（

区
　

佐
藤

裕
一

（
小
坂
ス
ポ
少

Ａ
）

◇
女
　

子

・
二
区
　

大
沼
政
子

（
大
木
戸
ス
ポ
少
Ａ
）

・
七
区
　

菊
地
沙
織

（
藤
田
ス
ポ
少
）



人
権
擁
護
委
員
に

蓬
田
正
敏
さ
ん

蓬田 正敏 さ ん

こ

の
た
び
、
法
務
大
臣
か
ら
人

権
擁

護
委
員
の
委
嘱
を
う
け
、
蓬

田
正
敏

さ
ん
Ｉ
徳
江
宇
前
原
2
2
1

か
平

成
七
年
十
一
月
ま
で
の
三
年

間

、
人
権
擁
護
の

た
め
尽
力
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き

て
ゆ
く
上
で
、
最
も
大

切
な
権
利

で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な

た
も
私
も
、
み
ん
な
人
権
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

お
互

い
に
人
権
を
守
っ
て

明
る

い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私
た

ち
の
願

い
で
す
。

困
り

ご
と
、
悩
み
ご
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相

鮫
く
だ
さ

い
・

相
談
は
無
料
で

、
秘
密

は
守
ら

れ
ま
す
。

・

蓬

田
　

正

敏
：
‐
Ｓ

芻

４

３

り
。
４

平

成

五

年

度

就
　
学
　
予
　
定
　
者

ピ
ッ
カ

ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に

真
新
し

い
制
服
、
教
科
書
、
ノ
ー

ト

。
鉛
筆
。
新

】
年
生
に
と
っ
て
、

小
学
校
に
入

学
す
る
時
は
何
も
か

も
か
新
し
く
。
希
望
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま

た
。
新
入
学
児
童
の
い
る

ご
家
庭

で
は
、
入
学
準
備
な
ど
で
何
か
と

忙
し
く
な

る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

来
春
、
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る

の
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ

た
、
百
十
八
人
の
皆
さ

ん
で
す
。

新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
か
楽
し

い
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
。
み

ん
な
で
応
援
し
て
あ
げ
た
い
も
の

で
す
。

健
康
に
十
分
注
意
し
て

。
人

学

式
に
は
元
気
な
顏

を
見
せ
て
く

だ

さ
い
。

氏
名
に
誤
り
や
記
職

も
れ
か
あ

れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

・
国
見
町
教
育
委
員
会

酋
n
2
1
1
1
　

内

線
２
１
２

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・

小
坂
小
学
校
1
8
名
（
男
６
・
女
1
2）

安

藤

真

央

高

橋

卓

也

仲

野

裕

介

原

田

弘

之

仲

野
　
　

鰄

仲

野

秀

笑

大

内

和
香
子

玉

木

陽

子

佐

膝

由

柵

齋

膝

恵
戔
子

高

擒

麻

里

片

平

祐

紀

佐

藤

由

貴

安
孫
子

裏

紀

熊

坂

夕

紀

瀬

戸

杏

子

仲

野

ナ
　
ナ

佐

藤

由
香
理

Ｉ
一
祕

田

小

学

校

一
一一
名

（

男
2
8
・

女
2
4
）

八

巻

貴

部

古

田

拓

也

小

西

真

産

商

野

紘

樹

占

川

達

哉

鴨

川

祐

輔

商

擒

瑞

紀

幕
　
田

貴

士

佐
久
間

奥

地

紺

野

禽
　
こ

陀

藤

佑

太

八

巻

祐

介

和

岡

雄

紀

古
　
田

大

介

占

川

雅

人

齋

藤

勇

気

蓬

田

俊

輔

宍
　
戸

啓

教

商

鳴

孝

泰

倉

剛

浩

嗣

商

橋
　
一
　
貪

武
　
田
　
　

頁

菊

地
　
　

渉

遠

藤

直

輝

黒
　
田
　
　

透

森
　
　

誉

信

渡

辺

災

希

中

野

眞
奈
美

紺

野

智

望

内

村

さ
と
み

占

田

桧
丈
子

高

原

ま
り
江

古

田

裏

幸

佐

藤

仁

美

菊

池

涼

子

佐

藤

明
日
香

照
　
田

佳

織

繊

山

よ
う
子

斎

藤

友

秀

高

橋

祐

楠

佐

藤

好

恵

安

藤

冴

笑

大

槻

久
美
子

古

川
　
　

澗

佐
々
木

禎

子

佐

藤

恵

災

古

田

麻

依

鑓

水

優

華

築

瀬

処

波

後

藤

尚

美

角
　
田

沙

織

尼

形

有

花

・

森
江
野
小
学
校
2
4
名
（
男
1
1・

女
1
3）

佐
久
川
　
　

寛

商

檎

慶

彦

佐

野

洋
　
一

佐

作琲
　
　

優

八

き
　
　

修

菊

地

政

之

蓬
　
田

祐

子

渡

辺

香

菜

小

野

恵

子

寺

島

あ
ゆ
災

佐

藤

美

樹

森

林

睦

実

宍

戸

圭
二
郎

皎
久
間
　
　

剛

佐

藤

遼

皀

佐

野

俊
一
郎

佐
久
間

康

典

石

川

郁

笑

佐
久
問
　
　

碧

佐

野

智

笑

実

沢

な
っ
み

佐
久
間

文
　
野

宍
　
戸

仁

笑

寺

鳥
　
　

畭

・

大
木
戸
小
学
校
1
4
名
（
男
６
・
女
８
）

滴

井
　
　

章

後

藤
　
　

聡

遠

藤

直

文

大

沼
　
　

彩

渡

邊

嶌

仁

商

檎

仲

人

高

檎

政

哉

谷

津

友

葵

佐

藤

由

佳

遠

藤

由
香
莉

八

鳥

か
ほ
り

谷

津

博

美

斎

藤

空
美
子

高

鴾
　
　

香

・

大
枚
小
学
校
1
0
名
（

男
６
・
女
４
）

瀬

戸

聖

貴

菊

地

達

也

’桜

澤

英

生

鈴

木

綾

佳

佐

薩

香

織

井

上

直

之

小

林

喜

紀

菊

池

直

哉

鈴

木
　
　

愛

佐
久
間

す
み
こ

心

が

け
よ

う

冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

冬
は
、
暖

房
用

を
は
じ

め
と
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
か
増
え
る
季

節
で
す
。

限
り
あ
る
資
源

を
有
効
に
活
用

す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
か
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◇
室
温
を
二
十
度
に
調
節

部
屋
の
温
度

は
、
二
十
度
を
こ

え
な
い
こ
と
を

目
安

に
、
こ
ま
め

な
調
節
に
努

め
ま
し

ょ
う
。

◇
電
気
こ
た
つ
の

上
手
な
使
用

電
気
こ

た
つ
は
、
こ

た
つ
敷
き

な
ど
の
上

に
咬

い
て
使

い
ま
し

ょ

う
。
保
温
効
果
か
上

が
り
ま
す
。

◇
暖
房
機
器

の
置
き
場
所
の
工
夫

暖
房
機
器

は
、
窓

側
な
ど
の
冷

気
の
入
っ
て
く

る
位
置
に
置
く
と
、

空
気
の
対
流
か
十
分

に
行
わ
れ
て

効
果
的
な
暖
房
か
で
き
ま
す
。



税

に

関

す

る

作

品

展

宍

戸

君
（
小
坂
小
）
ら

国
見

町

長

賞

国

見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

で

は
、
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七

日
ま
で
の

「
税
を
知
る
週
間
」
に

ち
な
み
、
税
に
対
す
る
関
心
と
納

税
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
町

内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
て
、

税
に
闃
す

る
作
品
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
書
の
部
に
三
二
〇
点
、
標

語
の
部
に
九
三
九
点
の
応
募
が
あ

り
、
慎
重
な
審
査

が
行
わ
れ
、
次

の
と

お
り
入
選
者

が
決
ま
り
ま
し

た
。な

お
、
入
賞
作
品
は
来
年
の
確

定
申
告
・
住
民
税
申
告
相
談
の
期

間
中
、
役
場
申
告
会
場
に
展
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ

い
。

◆
書
の
部

（
敬

称

略

）

・
福
鳥

税
務
署
長
賞

森
江
野
小
五
年
　

阿
部
裏
理
子

藤
田
小
六
年
　

吉
田
　

祥
子

県
北
中
三
年
　
　

安
藤
　

嘉
代

・
国

見
町
長
賞

小
坂
小
五
年
　
　

宍
戸
　

祐
太

小
坂
小
六
年
　
　

高
橘
真
理
子

県
北
中
一
年
　
　

安
藤
　

幸
夫

・
福
島

県
税
事
務
所
長
賞

小
坂
小
五
年
　
　

小
出
　

明
美

県
北
中
一
年
　
　

佐
藤
　

崇
宏

・
福
鳥
地
区
納
貯
連
会
長
賞

藤
田
小
五
年
　
　

高
橋
　
幸
恵

藤
田
小
六
年
　
　

安
田
　
圭

介

小
坂
小
六
年
　
　

田
村
奈
緒
子

大

木
戸
小
六
年
　

松

田
江
笑
子

県
北
中

一
年
　
　

黒

田
　
真
弓

県
北
中

二
年
　
　

本

田
　
若
子

県
北
中

三
年
　
　

菅

野
　
ユ
ミ

・

福
島
地
区
税
団

協
会
長
賞

藤

田
小
五
年
　
　

佐
藤
　

洋
平

藤

田
小
六
年
　

大
和
田
明
日
美

小
坂
小
六
年
　
　

渡
邊
佳
奈
子

県
北
中
二
年
　
　

生
亀
　

紀
子

・

国
見
地
区
納
貯
連
会
長
賞

藤

田
小
五
年
　
　

半
澤
　

沙
希

藤

田
小
六
年
　

山
崎
　

瞳

大
木

戸
小
六
年
　

佐
藤
　
　

誠

県
北
中
こ
年
　
　

吉
田
　

友
江

県
北
中
二
年
　
　

徳
江
ひ
ろ
み

◆
標
語
の
部

・
福
鳥
税
務
署
長
亶

小
坂
小
　
　
　
　

玉

木
め
ぐ
み

・
国
見
町
長
賞

藤
田

小
六
年
　
　

黒
田
　

祐
美

森
江

野
小
六
年
　

商
檎
　

和
也

県
北
中
一
年
　
　

佐
藤
　

史
宏

県
北
中
一
年
　
　

佐
野
真
之
介

県
北
中
一
年
　
　

斎
藤
あ
ゆ
み

・
国
見
地
区
納
貯
連
会
長
賞

森
江
野
小
五
年
　

佐
藤
　
典
子

大
木
戸
小
六
年
　

八
巻
　
義
行

県
北
中

一
年
　
　

村
木
　

貴
紀

県
北
中

二
年
　

菊
地
真
由
梟

県
北
中
三
年
　
　

大
内
　
　

哲

▲文化祭に展示された入貫作品

愛
の
献
血
に

5
1人
が
協
力

十
一
月
十
六
日
、
移
動
採
血
車

か
来
町
し
、
Ｊ

Ａ
福
島
国
見
町
森

江
野
支
所
前
な
ど
四
か
所
で
献

血

活
動
を
行
い
、
5
1人
の
方
々
（

申

し
込
み
者
は
5
4人
）
か
ら
ご
協
力

い
た

だ
き
ま
し
た
・

献
血
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

Ｏ

印
は
成

分
献
血
協
力
者

○
印
は
四
〇
〇
㎡
協
力
者

で
す

（

一

般

協

力

》

○
平

舘
　
　

浩

斎
藤
　
福
子

佐
久
間
幸
雄

佐
藤
　

直
子

○
阿
部

洋
一

後
藤
せ
き
子

○
菊
地
　

幸
喜

徳
江
　

忠

宍
戸

隆
一

渡
部
　
正
一

渡
部
ヒ
デ
子

《
Ｊ
Ａ

福
鳥
国
見
町
》

佐
藤
　

俊
子

鴨
田
美
代

子

佐
藤
　
古
茂

長
谷
川
民
子

《
大
木
戸
小
学
校
》

山
内
　

雄
和

（

サ

ー

ビ

ス

エ

リ

ア

鬼

わ

さ

び

本

舗

》

半
沢
　
賢
一

岡
田
ヨ
シ
子

大
宮
　
勝
利

三
浦
　
弥
生

本
田
　
秀
治

○
島
貫
　

芳
宏

佐
藤
　

一
男

鈴
木

喜
久
雄

山
ロ
　
ヒ

デ

《
睦

商

会

》

櫚
睛
　
勇
孑

佐
藤
　
義
典

横
山
す
み
え

松
浦
　
寿
弘

佐
藤
　
秀
昭

亀
岡
　
正
弘

一
條
由
美
子

熊
谷
シ
ヅ
エ

稲
村
　
美
幸

佐
藤
喜
美
子

山
内
　
俊
子

我
妻
　
安
男

飯
沼
　
昭
八

中
山
　
拓
也

佐
藤
喜
代
子

佐
藤
キ
ョ
子

八
島
　
香
織

〈
国

見
町
商
工
会
〉

○
小
紫
　

春
雄

鎚
水
　

正
春

吉
田
　
ト
エ

阿
部
　
邦
雄

《
国

見

町

役
場

》

○
武
田
　

正
裕

○
武
田
　

幹
夫

斎

藤
由
起

子

Ｏ
菅
原
　

文
子

年末 年 始 水道 修 繕 工 事 当 番
月　Ｕ 指　 定　 店　 名 電　　　 話

12月30n

12旧1  日
㈲ 後　 藤　 設　 備

8 5 一 3 ｰ

８５－３３２１

一 月 】 日 半 沢 水 道 工 業 所 85 一 3 ｰ

１月２日 ㈲ 斎　 久　 設　 蝴 8 5-2  3 ｰ  0

１月３日 ㈲ 国　 見　 設　 嬋
8 5 ｰ 3 0 6 3

8 5 ｰ 4 1 ｰ 7

１月４日 国見ガス住宅設備㈱ 8 5  ー2  ー3 7

１月５日

高　 野　 電　 気

徳　 江　 電　 気

徳　 江　 農　 機

8 5 ｰ 2 7 2

８５－ ２７２０

8 5 ｰ 2 0 6 7

１月６日 ㈲ 国　 兄　 建　 工 8 5 一 4 5 2

１月７日 ㈲ 後　 藤　 設　 備
8 5  ー3  ー0

8 5  ー3 3 2



募
　

集

国
見
町
立
幼
稚
園
児

町
教
育
委
員
会
で

は
、
就
学
一

年
前
の
幼
児
を
対
象

と
し

て
、
平

成
五
年
度
国
見
町

立
幼

稚
園
児
を

募

集
い
た
し
ま
す

。

入

闘
希
望
者
は
、
次
の

要
領
で

お
申
し

込
み
く

だ
さ

い
・

◇

申
し
込
み
期
間
・

時
間

平
成
５
年

１
月
８
日
！
1
4日

午
前
1
0時

～
午
後
４
時
3
0分

（

た
だ
し
．
土
・
日
曜
日
は
除

き
ま
す
）

◇
申
し
込
み
場
所

藤
田
幼
稚
園
・
森
江
野
幼
稚
園

（
申
し
込
み
用
紙
な
ど
は
各
幼

稚
園
に
あ
り
ま
す
）

◇
募
集
対
象

昭
和
6
2年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
6
3

年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ

た
幼
児
（
５

歳
児
）

◇
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
か
ん

（
森
江

野
幼
稚
園
に
つ
い
て

は
、

申
し
込
み
と
同

時
に
制
服
注
文

も
あ
り
ま
す
。

■

問
い
合
わ
せ

・

教
育

委
員
会

学
校
教
育
係

Ｓ

啣
2
1
1
1
　

内

線
２
１
２

募　 集

藤
田
保
育
所
の

入

所

児

童

平
成

五
年
度
の
入
所
児
童
を
、

次
の

と
お
り
募
集

い
た
し
ま
す
。

◇
対

象
年
齢

―
歳
以
上
の
未
就
学
児

（
平
成
５
年
４
月
１
日
現
在
）

◇
募
集
人
数

8
0名

◇
保
育
時
間

午
前
８
時
3
0分
～
午
後

４
時

（
た
だ
し

、
必
要
な
方

に
つ

い

て

は
相
談
の
う
え
、
早
朝
・
夕

方
の
保
育
も

い
た
し
ま
す
）

◇
受
付

期
間
及
び
時
間

平
成
５
年
１
月
2
5日
～
2
9
日

午
前
８
時
3
0分
～

午
後
５
時

◇
受
付
場

所

住
民
福
祉
課
福
祉
係

◇
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

印
か
ん
。
会
社
員

な
ど
の
給
与

所
得
者
の
場
合

は
、
平
成
４
年

分
の
源
泉

徹
収
禀

。

■

問
い
合
わ
せ

・

住
民
福
祉
課
福
祉
係

Ｓ
6
2
1
1
1
　

内

線
１
３
４

・
藤
田

保
育
所

雲
６
2
3
7
4

家
屋
の
滅
失
届
を

お

忘

れ

な

く

固
定
資
産
脱
は
、
一
月
一
日
現

在
で
土
地
や

家
屋
な

ど
の
固
定
資

産
を

お
持
ち
の
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。平

成
四
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊

さ
れ

た
方
は

、
お
手
数
で
も
印
艦

を

ご
持
参
の
う
え
、
平
成
五
年
一

月
十
一
日
ま
で
役
場
税
務
課
へ
届

け
出
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。た

だ
し
、
税
務
課
で
家
屋
評
価

に
伺

っ
た
お
宅
は
、
す
で
に
確
認

し
て

お
り
ま
す
の
で
除
か
れ
ま
す
。

－

問
い
合
わ
せ

・
税
務
課
固
定
資
産
係

酋
6
2
1
1
1
　
内
線
１
５
２

国民年 金

こ

ん
な
と
き
に
も

届
け
出
が
必
要
で
す

わ
た
し
た
ち

の
老

後
の
暮
ら
し

を
支
え
る
国
民
年
金
制
度

。
す

べ

て
の
国
民
が
公
的
年

金
制
度
に
加

入
し
て
、
老
後
。
障
害
ま

た
は
死

亡

さ
れ
た
際
に
、
年
金

に
よ
る
所

得
保
障
を
受
け

る
こ
と
か
で
き

る

…
…
・
』
れ
が
国

民
年
金
の
考
え
方

で
す

。
次
の
よ
う
な
と
き

は
、
速
や
か

に
届
け
出
を
し
ま
し

ょ
う
。

●
年
金

受
給
権
者
が

死
亡

し
た

と
き

届

け
出
か
な

い
と
年
金
か
過
払

い
に
な
り
、
返
納
し
て

い
た
だ
く

こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
速
や

か
に
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

届
け
出
の

際
は
、
届
出
書
と
一

緒

に
亡
く

な
ら
れ

た
方
の
年
金
証

書
を
忘

れ
ず

に
添
付
し
ま
し
ょ
う
。

■

問
い
合
わ
せ

・

住
民
福
祉

課
年
金
係

茜

翦
２

１
１

１・・
　

内

線

１

３

５

募
　

集

国
見
町
奨
学
生

当
町
で

は
、
故

山
田
長
一
氏
か

町
出
身
者

の
育
英
・
奨
学
の
た

め

に
寄
付

さ
れ
た
財
産
な
ど
を
も
と

に
、
奨
学
資
金
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す

。

平

成
五
年
度
の
奨
学
生
を
。
次

の
要
領
で
募
集

い
た
し
ま
す
。
希

望

さ
れ
る
方
は
町
敦
育
委
員
会

に

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◇
修

学

資

金

募
集
人
員
五
若
千
名

貸
与
金
額
（
月
額
）

商
校
：
二

万
円
以
内

高
専
・
：
二

万
五
千
円

以
内

大
学
…
二
万
円

以
内

返
還
方
法
：
ｌ貸

与
終
了
後
の
六

か
月
後
か
ら
十
年
以
内
に
返
還
。

た
だ
し
無
利
子
。

◇
入
学
支
度
資
金

募
集
人
員
…
若
干
名

貸
与
金
額
（
一
括
貸
与
）

高
校
・
高
専
；
―十
五
万
円

以
内

大
学
…
二
十
五
万
円
以
内

返
還
方
法
…
平
成
五
年
四
月
か

ら
修
学
期
間
内

に
返
還
。
た
だ

し
無
利
子
。

◇

申
し
込
み

期
間

平
成
５
年
１
月
７
日
、‘
2
2日

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
、
祝

日
は
除
き
ま
す
）

◇
資

格

等

国
・
県
及
び
他
団
体
か
ら
同
種

の
奨
学
資
金
の
貸
付
け
、
ま

た

は
給
与
を
受
け
て
い
な
い
こ

と

か
前
提
と
な
り
ま
す
。

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
教
育
委
員
会

学
校
教
育
係

酋
翦
2
1
1
1
　内
線
２
１
２

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
2月
3
1日
現
在
で
、
平
成
４
年

工
業
統
計
調
査
か
実
施
さ
れ
ま
す

。

1
2月
下
句
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で

、
調

査
へ
の

ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
企
画

商
工

課
商
工
振
興
係

官
邸
2
1
1
1
　
内
線
２
５
４

お

し

ら

せ



国
民
年
金
の

保
険
料
は
納
期
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納

付
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の
指
定

す
る
期
日
ま
で
に
納

付
す
る
よ
う

に
し
ま
し

ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
か
未
納
の

ま
ま
に
な

っ
て

い
る
と
、
万
一
の

場
合

、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金

が
支
給
さ
れ
な

い
ば
か
り

か
、
将
来

、
老
齢
基
礎
年
金
も
支

給
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で

、
納

期
ま
で

に
保
険
料
を
納
め

年
末
年
始
の

事
件
・
事
故
を
防
止

間
も
な
く
年
の
瀬
を
迎
え
ま
す

か
、
こ
の
時
期
は
何
か
と
あ
わ
た

だ
し
く
、
例
年
い
ろ
い
ろ
な
事
件
、

事
故
が
多
く
発
生
し
て

お
り
ま
す
。

特
に
、
金
融

機
関
を
狙
っ
た
強

盗
事
件
や
空
き

巣
ね
ら

い
、
通
行

人
に
対
す
る
ひ
っ
た
く

り
事
件
な

ど
に
は
十
分
な
注
意
か

必
嬰
で
す
。

警
察
で

は
。
十
二
月
十
日
か
ら

一
月
七
日
ま
で

、
『
特
別
警
戒
』

を
実
施
し
、
各
種
事

件
・
事
故
の

防
止
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
み

ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

ゆ

く

年

く

る
年

笑

顔
で
　

防

犯

犯
罪
捜
査
に

ご
協
力
を
！

犯
人
を
検
挙
し
、
事

件
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
積
極

的
な
通
報
な
ど
、
犯
罪
捜
査

に
対

す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
か
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な

っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
、
特
に
、
次

の
点
を
中
心
に
犯
罪
捜
査
に
対
す

る

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

◇

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ

と
は

禎
極
的
に

通
報
を
／・

ど
ん
な
さ
細
な
情
報
で
も
。
禎

極
的
に
最
寄
り
の
警
察
へ
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
聞
き
込
み

捜
査
に

ご
協
力
を
／・

警
察
で
は
、
情
報
を

い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に

は
、
絶
対
迷
惑
の

掛
か
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
協
力

く

だ
さ
る
よ
う

お
願

い
し
ま
す
。

◇

被
害
に
遭

っ
た
と
き
は
必

ず
届

け

出

を

／・

『
被
害
額

が
少
な
い
』
「
仕
返

し
が
怖
い
」
な
ど
の
理
由
で
届

け
出
を
さ
れ
な
い
方
か

お
ら
れ

ま
す

が
、
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
被
害
に
遭

り
た
と

き
は
早
期

に
届
け

出
を
お
願

い

し
ま
す

。

◇
「
事
件
か
な
？

」
と
思
っ
た
ら

一
一
〇
番

怪
し

い
人
物
や
自
動
車
を
見
か

け

た
り
、
お
か
し

い
な
と
思
っ

た
と
き
は
深
夜

。
早
朝
を
問
わ

ず
一
一
〇
番
し
て
く
だ
さ
い
。

◇

指
名
手
配

犯
人
の
検
挙
に
ご
協

力

を

／

‘

指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
り
、
指
名
手
配
犯

人
に
関
す
る
情
報
を
ご
存

じ
の

方
は
、
ど
ん
な
さ
細
な
こ

と
で

も
結
構
で
す
か
ら
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

1
2月

今
月
の
納
税

納期阻12

月25 日

・

町
県
民
税

（
第
四
期
）

一

国
民
健
康
保
険
税
（
第
四
期
）

戸 籍 の 窓 口
(11月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名　保綬者　| 町内会

将 太(しょうた)松田 充弘 大 木 戸

真 紀(ま　 き)岡崎 畏市 大町 南

莉 奈(り　 な)梅谷 純孝 泉田 中

理 沙(り　 さ)鈴木 弘之 川　 内

翔 太(しょうた)鈴木 弘三 川　 内

有 梨(ゆ　 り)角田栄治郎 源宗山西

由 佳(ゆ　 か)牧野 和好 宮 町 北

結婚おめでとうございます

氏　　　　 名

赤 坂 君 夫

高 擒　三 枝

町内会

第十 二

本富 町

おくやみ申しあげます

氏　　 名　　　年齢　　 町内会

小 林 一 郎　　82　　 原　 町

忍　　 軍 四　　80　　 高　 城

佐 ● 年 男　　68　　 山 崎 舘

鴨　μj 惣太郎　　l{}4　　 内 谷 西

安 濃 ケサヨ　　82　　 山崎耕谷

大 内　　 捻　　67　　 山　 很

大 沼 よしを　　83　　 貝　 田

阿 部 七 ン　　84　　 大 木 戸

佐久間 八 郎　　82　　 第　 二

人 口 と 世 帯
12月１日現在(前月比)11月中のうごき

人

口

男5  , 763人(  ｰ 8 )

女6  靆 人 （－ ９）

･計 11.9 人 （－17 ）

世 帯数3  , 似 3戸(  十 2 )

転 入　11人

転 出26 人

出 生　７人

死 亡　９人

12月　師走（しわす）

21 日 (月）冬 至

23 日 (水）天皇艇生日

例 日 ( 木）クリスマ スイブ

28日（月〉官庁仕事納め

31 日 (木）年越し・大はらい

１月　睦月（むつき）

１日（金）元旦・初詣

４日（月）官庁仕事始め

５日（火）小 寒

７日（木）七 草

15日（金）成人の日

心配ごと相談日
場 所 ： 役 場 二 階 相 談 室（柬恨人口Ｓろお入り下さい）

時 間： ９時 ～12 時

こ まったことや、相談ご とがありましたら、

お気軽 にご相談下さい。 秘密は絶対に守ります。

〔相 談 輿〕

12月 日 (金）菅野 賀郎・村上ミチ子

１月14日（木）曳地 善作・井砂喜代子

※１月５日は休ませていただきます。

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国見 町公民 館

08 5 ｰ 2 0ワ６

（有) 4 1 5 6

県
警
音
楽
隊
演
奏
会

商
齢
者
の
生
き
か
い
と
健
康
づ

く
り
推
進
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

異
世
代
の
人
々
と
共
に
生
の
音
楽

を
鑑
賞
し
、
心
の
ふ
れ
合
い
を
図

る
活
動
と
し
て
、
去
る
十
一
月
七

日
、
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
町
民

体
育
館
に
お
い
て
、
県
警
音
楽
隊

の
演
奏
会
か
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
公
民
館
の
阿
津
賀
志
学

級
生
の
外
、
各
種
学
級
生
、
そ
の

他
小
中
学
生
や
地
区
民
な
ど
約
三

百
五
十
名
か
出
席
し
、
生
の
演
奏

を
た
ん
の
う
し
ま
し
た
。

行
進
曲
メ
ド
レ
ー
や
人
気
ア
ニ

メ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
、
童
謡
．
民

謡
メ
ド
レ
ー
、
交
通
事
故
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
曲
（
お
母
さ
ん
泣
か

な
い
で
）
な
ど
、
数
多
く
の
曲
目

に
場
内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
が
、
特
に
音
楽
隊
か

得
意
と
す
る
ド
リ
ル
演
奏
の
す
ば

ら
し
さ
に
．
よ
く
も
こ
の
よ
う
に

見
事
に
訓
練
さ
れ
た
も
の
だ
と
、

只
感
嘆
の
外
は
な
く
、
多
く
の
拍

手
が
起
こ
り
ま
し
た
．

そ
し
て
、
感
銘
を
受
け
た
出
席

者
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
生
の
演
奏

を
鑑
賞
す
る
機
会
を
今
後
も
ぜ
ひ

設
け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
．

わ
た
し
た
ち
は
、
音
楽
隊
の
皆

様
の
熱
意
溢
れ
る
す
ば
ら
し
い
演

奏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

今
後
も
で
き
る
だ
け
こ
の
よ
う
な

音
楽
の
笑
し
さ
、
楽
し
さ
に
接
す

る
機
会
を
持
ち
、
少
し
で
も
感
性

を
養
っ
て
行
き
た
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
．
そ
し
て
こ
の
こ
と
か
、

心
豊
か
な
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

に
っ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

Ａドリル演奏などを披露した県讐察音楽隊演奏会

親
子
囲
碁
教
室
開
講

十
一
月
二
十
九

卜
、
親
子
囲
碁

教
室
か
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
受
講

者
は
子
ど
も
六
人
、
親
か
六
人
の

計
十
二
名
か
出
席
し
、
館
長

と
町

囲
碁
同
好
会

長
狆
津
武
志

さ
ん
の

あ
い
さ
っ
の
あ
と
、
囲
碁
同
好
会

会
員
の
方
々
三
名
の
手
ほ
ど
き
を

う
け
な
か
ら
お
そ
る
お
そ

る
対
局

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

普
通
の
碁

は
縦

横
十
九
路
の
碁

盤
で

や
り
ま

す
が
、
今

回
は
九
路

の
ミ
ニ
碁
盤
で

わ
か

り
や
す
く
で

き
る
の

か
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
日
本

棋
院
川
版
の

「
子
ど
ら
囲
碁
教
室
」

と
い
う
本
を
テ

キ
ス
ト
に
し
て
プ

リ
ン
ト

を
つ
く

り
。
解
説
の
お
話

し
を
し
て
、
受
講
者
同
志
、
お
母

さ
ん
と

子
ど
も
さ
ん
な

ど
が
相
予

に
な
り
、
盤
側
で
同
好
会
の
方
か

口
添
え
、
手
添
え
で
打
進
め
ま
し

た
。
は
じ
め
は
仲
々
手
が
進
ま
な

か
っ
た
の
か

、
だ
ん
だ
ん
と
恨
れ

て
き
て

た
の
し
く
打
ち
進

め
ま
し

た
。
は
じ
め
て

の
こ
と
だ
か
ら
ア

タ
リ
も
わ
か

ら
ず

、
自
分
の
石
を

収
ら
れ
て

び
っ
く
り
し
て
い
る
お

母

さ
ん
も

い
ま
し

た
。
募
の
ル
ー

ル
や
定
石
、
戦

い
方
な
ど
た
ぐ

さ

ん
勉
強
す
る
こ
と
か
あ
り
ま
す

か
、

た
の
し
く
打
ち
な
か
ら
少
し
ず

つ

勉
強
し
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。
十
二
月
二
十
目
ま
で

四
回

に
わ

た
っ
て
実
施

い
た
し

ま
す
が
、

こ
れ
だ
け
で
碁
が
マ
ス
タ
ー
で

き

る
わ
け
で
は
な
く
、
碁

の
た
の
し

さ

が
わ
か

っ
て
、
そ
れ
を
土
台
に

し
て
家
庭
の
だ
ん
ら
ん
の
中
で
継

統
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う

な
事
業

は
前
に
も
何

回
か

企
画
さ

れ
ま
し

た
か
応
募
者

か
少
な
く
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
も
そ

の
よ
う
な

心
配
が
あ

っ

て

、
町
の
囲
碁
同
好
会
の
全
面
的

な
ご
協
力
に
よ

っ
て
よ
う
や
く
開

溝

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
・

同

好

会

の
ご
協
力
に
は
心
か
ら
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

町
長
杯

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会

優
勝
　
佐
々
木
・
吉
田
組

公
民
館
で

は
今
年
度
よ

り
中
高

年
齢
者
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
す

る
た
め
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て

バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
を
普
及
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
り
普
及

講
習
会
な
ど
を
開
き
ま
し

た
が
、

少
し
ず
つ
愛
好

者
も
増
え
て
き
ま

し
た
の
で
、
十
一
月
ニ
ト

九
日

、

町
民
体
育
館
に
お

い
て
、
第
一

回

町
長
杯

バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
大
会

を

実
施
し
ま
し
た
。

開
会
式
で

は
。
冨
永
町
長
か
ら

力
強

い
激
励
を
受
け
、
佐
藤
洋
子
。

松
浦
文

子
姉
妹
の
選
手
宜
誓
な
ど

を
行
な

っ
て
か
ら
、
出
場
選
手
三

十
名

が
ダ
ブ
ル
を
組
み
、
第
一
回

大
会
の
名
誉
を
か
け
て
息
詰
ま
る

熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

試
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

優
　

勝

準
優
勝

第
三
位

佐
々
木
治
郎

吉
田
冨
美
子

佐
藤
　

洋
子

五
十
嵐
君
代

鈴
木
　

孝
雄

渡
辺
　

良
子

組組組

４熱戦を締り広げたバウンドテニス大会

寄
　
贈

あ
り

が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

花
咲
く

ぶ
ら
り
美
術
館
と
小
布

施

の
里
　
　
　
　
　
　
　

一
冊

長

野
県
小
布
施
町
長
、
中
島
千

波
画
伯



国
見
町
・
桑
折
町

青
少
年
健
全
育
成

剣

道

大

会

第
二
十

七
回
国
見
町
・
桑
折
町

肯
少
年
健
全
育
成
剣
道
大
会
は
、

十
一
月
二
十
三
日
、
桑
折
町
勤
労

者
体
育
セ

ン
タ
ー
で
闘
か
れ
、
小

中
学
生
数
百
名
が
出
場
し
ま
し
夕

。

当
日
は
肌
寒
い
日
で
し
た
が
、

寒
さ
を
吹
き
と
ば
す
よ
う
な
気
今

の
入
っ
た
好
試
合
か
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

国

見
町
の
成
績

は
次
の
と

お
り

○
団
体
戦

○
小

学
校
低

学
年
の
部

優
　

勝
　

国
見
町
チ

ー
ム

〇
小
学
校
高

学
年
の
部

準
優
勝
　

国
見
町
Ａ
チ

ー
ム

第
三
位
　

国
見
町
Ｂ

チ

ー
ム

○
中
学
校
男
子
の
部

優
　

勝
　
県
北
中
チ

ー
ム

Ｏ

個
人
戦

○
小
学
咬
一
・
二
乍

の
部

優
　

勝
　

新
井

一
平

（
藤

旧
）

準
優
勝
　

大
塚
裕
司
（
藤

叩
）

○
小
学
校
三
・
四
年
の
部

優
　

勝
　

武
Ⅲ
大
軸
（
小
坂
）

○
小
学
生
五
・
六
年
の
部

準
優
勝
　

田
口
幸

．
（
藤
田
）

○
中

学
校
男
子
の
部

優
　

勝
　

佐
藤
徳
行
（
県
北
）

準
優
勝
　

村
木
貴
紀
（
県
北
）

第
三
位
　

鈴
木
智
史
（
県
北
）

〇
中
学
校
女
子
の
部

第
二
位
　

斎
藤
明
日
香
｛
県
北
｝

▲剣道大会表彰式

優
勝
　
大
木
戸
チ
ー
ム

町
内
駅
伝
人
会

伝
統
の
国
見
町
内

駅
伝
競
4
2大

会
は
十
一
月
八
日
、
一
般
の
部
ト

ー
チ

ー
ム
、
中
学
の
部
五
チ

ー
ム

か
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
、
午
前

十
時
号
砲

】
発
。
一
斉
に
役
場
前

を
出
発
。
一
本
の
タ
ス
キ
に
チ

ー

ム
の
名
誉
を
託
し
、
十
区
問
、
二

十
・
五

冫
で
健
脚
を
竸
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
一
般
の
部

優
　

勝
　

大
木
戸
チ

ー
ム

一
時

間

こ

一
分

○

七

秒

碓

優

勝
　

徳

南

チ

ー

ム

一
時

川

こ

∵
分
一
．
．五

秒

第

．一
．位
　

小

坂

チ

ー

ム

一
時

川

．
。ｉ

分

二

四

秒

◇

巾

学

の
部

優
　

嚊
　

藤

川
Ｊ
ｒ

チ

ー
ム

一
時

間

二
六

分

０

．
ぺ
秒

凖
優

勝
　

小

坂

Ｊ
ｒ

Ａ

チ

ー

ム

一
時

間

二
六

分

○

六

秒

第

二

位
　

人

木

戸
Ｊ

ｒ

チ

ー

ム

一
時

間

二

七
分

］
○

秒

▲タスキを受け継ぐ選手の旨さん（高野中継所）

年
末
年
始
の休

　
館

十
二
月
二
十
八
日
か

ら
一
月
三

日
ま
で
町
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
・
体

育
館

、
勤

労
者

体
育

セ
ン
タ
ー
（

含
テ

ニ
ス
コ

ー
ト
）

、
森
江
野
町

民
セ

ン
タ
ー
の
各
施
設
は
休
館
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
卜
二
月
二
十
七
日
は
清

掃
。
一
月
四
目
は
施

設
の
点
検
整

備
の
た
め
使
用
で

き
ま
せ
ん
の
で

よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

○
今
年
の
公
民
館
活

動
も
町
民
皆

様
の
暖
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力

を

得
て
。
人
過
な
く
終
わ
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
、

年
末
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を

申
し
1
1げ
ま
す
。

来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す

。

親 子 ス キ ー 教 室
(Ξ》と　 き

＠ と こ ろ

(Ξ)対　 象

＠ 龠　 費

＠ 申 込 み

＠ そ の 他

１月31 口（日）

二本 松市壇 沢 スキー堝

児嘴．生徒とその親 定員50 名

１人　2  .000円

一 月 25日明 ）まで（電鵬でＯＫ?

・ 初心 者には 、指 導古 がつ き

ます

・ 貸 スキー をあっ せん し ます

・ 詳細 は、 参加者 にお知 らせ

し ます

行 事 の お知 ら せ

月 �口 �曜 � 吁　　　　　　　　　　　　　　　　l μ

12 �17�

木�
・ 公瓜館運営審議会

���・ｆども移動図書 館 (藤川小卜自

�22�火 �
・ くにみ女性教室（異世代交流等）

���・ｆども移助図,1｝館（藤Ⅲ小３年）

�12月28日から１月３日まで休館

１ �

７ �木 �・阿津賀志学級委tl会

�９�土 �・ 少年沖問づくり教室（野八奴串）

�Ｈ�月 �・成人学級（料理実習｝

�12�火 �・ｆども移助図書 館 (森江野小）

�14�木 �・ 子ども移助図 忿館（大木戸小）

備 考 ���
・１月の子ども移動図書館の活動内容は、力･レタ、　

トランプ



季
節
保
育
所
で

閉

所

式

町
内

各
季
節
保
育
所
の
閉
所
式

は
十
一
月
三
十
日
、
各
保
育
所
で

行
わ
れ
、
今
年
四
月
か
ら
元
気
よ

く

通
っ
て

い
た
子
ど
も

た
ち
に
と

り
て
ち

ょ
っ
び
り
寂
し

い
、
先
生

や
友

だ
ち
と
の
お
別
れ
に
な
り
ま

し

た
。

森
江
野
季
節
保
育
所
で
は
。
子

ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
修
ｒ

証

轟

が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
お
歐
話

に
な

っ
た
先
生
方
に
花
束
を
贈
呈

。

式
の
あ
と
に
は
生
活
発
表
会
か

行
わ
れ
、
今
ま
で
一
生
懸
命
に
練

習
し
て
き

た
劇
や
歌
を
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
に
披
露
し
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
絶
滅
を
誓
う

平
成
円
年
度
桑
折
町
・
閥
見
町

交
通
安
全
町
民
人
会
は
十
二
川
五

日
、
桑
折

町
福
祉

セ
ン
タ

’・
で
開

か
れ
、
両
町
の
交
通
安
令
推
進
団

体
の
関
係
者
を
は
匕

め
、
大
勢
の

町
民
の
皆

さ
ん
が
出
席
し
ま
し

た
．

交
通
事
故
犠
牲
者

に
黙
と
う
４
‐．

さ
さ
げ
た
あ
と
．
人
会
長
の
安
細

桑
折
町
長
か
式
辞
を
述

べ
、
人
会

副
会

長
の
冨
永
町
長
、
本
川
桑
折

警
察
薯
長
が
あ

い
さ

つ
．
交
通
安

全
功

労
者
、
交
通
安
全
優
良
団
体

な
ど
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
．．

ま
た
、
藤
田
交
通
安
全
ほ
の
会

会
艮
の
安
田
節
ｆ

き
ん
ら
こ
人
か

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
提
言
を
行

い
、
交
通
事

故
防

止
に
対
す
る
意

見
や
体
験
談
を
力

強
く
訴
・
气
「
正

し

い
交
通
ル
ー
ル
と
交

通
マ
ナ

ー

を
守
り
、
交
通
事
故
の
な

い
、
川

る
く
住
み
よ

い
な
｀
通
袿
会

づ
く
り

に
努
め
る
」

こ
と
な

ど
を
う
た
っ

た
人
会

宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択

し
、
出
席
者
全
員
で
交
‐通
事
故
絶

滅
を
讐

い
ま
し

た
．

親
子
で

も

ち

つ

き

を

楽

し

む

森
江
野
幼
稚
園
（
伊
勢
文
朗
園

長
）
で
は
十
一
月
十
八
川
、
剛
児

と

お
父
さ
ん
、
お
ほ
さ
ん

に
よ
る

観
ｆ
も
ち
っ
き
か
行
わ
れ
ま
し

た
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
よ
う

と
毎
印
行
わ
れ
て

い
る
佃
例
行
刄

で
、
約
ハ

ト
人
か
参
加
し
ま
し

た
。

園
児
の
皆
さ
ん
は
む
ち
っ
き
は
朷

め
て

と
あ

っ
て
、
重

い
き
ね
を
や

っ
と
の
思

い
で
持
ち
上
げ
。
代
わ

る
代
わ
る
も
ち
っ
き
に
チ

ャ
レ
ン

一
’／
。つ

き
上
か

っ
た
も
ち
は
、
自
分

た
ち
で
丸

め
て
雑
煮
も
ち
、
あ
ん

こ
も
ち

、
き
な
こ
も
ち
に
し
て
会

食
。
つ
き
た
て
の
お

い
し
さ
に
舌

鼓
を
打
ち

な
が
ら
、
ふ
れ
あ

い
の

輪

を
広

げ
ま
し
た

。

お
年
寄
り
を
招
待
し

昼
　

食
　

会

藤

川
婦
人
会
（
山
本
テ

ル
会

長
）

Ｌ
催
の

ｆ
一
人
暮
ら
し
と
商
齢
膏

と
の
昼
食
会
」
は
卜
二
月
二
日
、

町
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、

お
年
寄

り
に
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

藤
田
地
Ｋ
在
住
で

∵
へ
休
ら
し

の
お
年

寄
り
と
配
偶
者
を
亡
く
し

た
七
十

五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
六

十
五
人
か
招

待
を
受
け
ま
し
た
。

山
本
会
艮

の
あ
い
き
つ
、
冨
永
町

妊
の
祝
辞
の
あ
と

、
婦
人
会
会
員

の
皆
さ
ん
か
作
っ
た
味
付
け
御
飯

や
と
ん
汁
な
ど
を
味
わ

い
な

が
ら
、

日
本
舞
踊
や
民
謡

な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
招
待
を
受
け

た
皆

さ
ん

は
心
温
ま
る
出
し
物
に
大
再

び
し
、

ス
テ
ー

ジ
に
見
入
っ
て

い
ま
し

た
。

編
集
日
記

○
年
の
瀬
を
迎
え
、
早

い
も
の
で

今
年
も

残
す
と
こ
ろ
二
週
間
あ
ま

り
。
年

収
年
始

に
か
け
忙
し

い
日

か
続
き

ま
す

が
、
健
康
に
留
意
し
。

良
い
お
正
月

を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。

兒
ｊ
・
編
集

川
見
町
総
務
溲

褞
島
叫
伊
達
乱
国
Ｕ
’町

人
字
蘰
Ⅲ
字

．
Ｔ
川
．
．２
の
一

号
九
六
瓦
Ｉ

．
し
　

Ｓ

二

．`
．円
瓦
ご
べ
．ｌ
－

．
．
．
…

代
良
一

▲子どもたちから先生へ花東の贈呈

Ａ交通安全の輦いを銭たにした町民大会

▲もちつきに1亀戦する園児の皆さん

▲和やかに交濆を深めた瑩食会

ご 案 内 新年の賀詞 交歓会
平成５年の国 兒町新年賀詞交歓会を町．町商Ｉ 会、ＪＡ

国兇町、町:E裳クラブ共催で、次のと が) 開催いたします

卜 と　　 き…･

卜 と こ ろ…･

● 参 加 料…･

●申 込方11r…

平成５年口14 口 け1）　 午後２時

ＪＡ国見町会館

1,000円

参加を而望される方は、12月24日まで参加料

を添 えて役均総務課、町商工会．ＪＡ国見町

管理課のいずれかにお申し込みください。

■問い合わせ　・総務課庶務係85  ｰ 幻 】　内線121

わ
だ
い
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